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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

2021～2023年のインターンシップは4回の計24名受け
入れた。賃金の見直しや福利厚生サービスの導入を行い、新
卒者3名を採用した。

インターンシップを実施した。
2021～2024年の間に3名の新卒者
を採用した。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

事前対策の進捗状況や問題点をチェック
した。

インターンシップの積極的な受け入れ
新卒者の受け入れ

2022年度以降も新卒者受け入れ継続。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

電力・ガス・ガソリン・軽油使用量
3年後に2020年度比で1.5％の削減を
目標とする。

ガスとガソリンについては目標を達成できたが、電力と軽油
については目標未達成となった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

地震を含む災害シーズン前の毎年５月に
事前対策の進捗状況や問題点をチェック
し、必要に応じてBCPを見直す。

前期の指標に対する実績

自然災害により自社や地域が被災した際や甚大な事故発生
時に備え、道路舗装工事業者として緊急対応が可能な様に
BCPを策定している。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

目標を達成することができた。

公共工事及び民間工事における舗装工事業者として長年培ってきた技術力で取引先との信頼関係が築かれてい
る。今後若手技術者への技術の継承に努め、信用・信頼を益々高めて企業の存続と従業員の満足度を高めるよう整
備を図る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年
電力　+13.9％　　　ガス　－42.6％
ガソリン　－7.5％　　軽油　+28.4％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

2013年エコアクション21の認証取得以降、エネルギー使用
量を把握し、全社挙げて削減に取り組んでいる。

社会

経済

環境
インターンシップの受け入れを継続し、性別を問わない採用
（新卒・中途）を実施

採用者数（3年間累計）
2021～2023年　4名
→2024～2026年　5名

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3
年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

電力・ガス・ガソリン・軽油使用量の削減
エネルギー使用量
2023年→2026年　1.5％減少

社会

経済

環境

社会貢献活動（清掃活動ボランティア等）への参加

社会貢献活動（清掃活動ボランティア等）
への参加
2023年　5回→2026年　5回以上を
継続

事業者名 日章工業株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

エコアクション２１の基本にたちかえり、Co²排出量削減に向け積極的に取り組むとともに、若年技術者の採用によ
り技術の継承と地域社会に貢献できる持続可能な企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


